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作成し，その P. aeruginosa 予防効果を確めたものであるo




第 2 章では P. aeruginosa の血清型不定株に反応するモノクローナル抗体中で，血清型不定株の80%
に作用する E87モノクローナル抗体を選別しているO この抗体の認識する抗原は新規であり，分子量
27 ， 000のラムノースを主成分とする中性多糖である。 E87モノクローナル抗体は血清型株の感染には無
効であるo
第 3 章では抗 P. aeruginosa ヒトモノクローナル抗体を作成しているo ヒトリンパ球とマウスミエロー
マ P3U1 との細胞融合により得たヒトモノクローナル抗体は P. aeruginosa の血清型株， A, B, E , 
G , 1 のリポ多糖O抗原を認識し，血清型に特異的に感染を防禦できるo また E87抗原に反応するヒト
モノクローナル抗体は血清型不定株の感染を防禦した。これらの結果から， A , B , E , G, 1 の血清













(3) P. aeruginosα の血清型不定株の80%以上に作用する抗体を得て，それが認識する抗原 (E87:抗原)
は新規であり，分子量27， 000のラムノースを主成分とする中性多糖であると決定している。
(4) 抗 P. aeruginosa ヒトモノクローナル抗体を作成し . P. aeruginosa の血清型， A, B. E. G. 
I に対するモノクローナル抗体を取得し，これらはリポ多糖O抗原を認識するものであること，この




以上の成果は P. aeruginosα に対する免疫に関して多くの基礎ならびに応用の知見を与えており生物
工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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